
東北支援サポート募金賛同者（4月1日～6月30日）

わ区会・部会懇親会4240円､中村宏栄(福9)千円、国頭
隆雄(健17)1500円、横井正昭(国6)千円､山田末治（福
7）1500円、三谷裕善(生16)千円､水野光明(健16)千円、
松岡繁（音5）1500円、広畑朱美（食10）１万円、林
篤子（福3）3千円、武田勲（生12）5千円、白井かほ
る（福13）2千円、迫田純夫（国10）3千円、櫻井幸子
（生16）3千円、河野眞澄（食12）3千円、久保田盛利
（食7）千円、匿名千円、疋田清行（生10）3千円、能
美和夫（国11）2千円、中村吉宏（国5）2千円、冨田
正（生6）千円、高嶋彰太郎（音6）千円、杉本敦子
（音6）2千円、榊原弥栄子（生13）5千円、国分東洋
彦（生10）2千円、岡野安子（福8）千円、梅谷正芳
（国2）1500円、石古隆信（福12）3千円、赤司松美
（生6）千円、中谷昭子（福12）1500円、佐伯登美代
（生7）3千円、加藤悦子（福3）3千円、沖邦輔（福14）
千円、岡村健二朗（園7）千円、早川重春（国13）150
0円､西隈勝利（生7）1500円、小畑章（福11）千円、
須賀悦子（国14）1500円、吉田智彦（生6）千円、浅
原サチ子（福8）千円、北浦俊明（生16）3千円、三輪
匡清（国10）3千円、盛絹子（生7）千円、植田收（福
7）2千円、菅田忠志（生11）2千円、釜田弘（国3）5
千円､中道冨子（生13）3千円､匿名千円、坂本明子
（健17）1万円、堀内昭（食6）1500円、浜上千鶴子
（福4）1500円、松村尚雄（国11）千円、川西文雄
（生7）千円、橋岡章（音8）1500円、鐘築重治(国7)2

千円、西田圭一(生9)１万円､佐伯義昭(国8)千円､原田
照子（音3）5千円、田實光男（国6）1,500円、黒坂泰
（生9）千円、片山洋子（生16）千円、笛田辰雄（園6）
1580円、清水伸子（園13）3千円、奥田健二（福8）千
円、岡出美知代（生16）千円、長谷川博（生9）5千円、
小島光子（生15）3千円、池田惇（生15）千円、松岡
泰彦（園7）千円、島司良（福9）1500円、桑原サト子
（福3）千円、平林良直（福3）3千円、楽友クラブ銀
雅4560円、島原勇（国9）千円、船曳紀子（音5）2千
円、未来館義援金4月分3614円、臼井八枝子（生14）2
千円、江本和嘉子（食7）1万円、井上千加子（園15）
千円、岩井俊明（音6）千円、宮崎芳江（生12）千円、
田原厚子(園15)千円､津田彰子(福1)5千円､深川久美子
（音5）千円、ボランテイアGわらべ9千円、山口俊雄
（生7）3千円、郷肥三（福9）1万円、植村勝（福14）
5千円、宮城智子（音1）2千円、総会時募金箱1370円、
福本幸子（音13）1500円、佐々木可津（美16）2千円、
佐々木好啓（美16）2千円、募金箱760円、江田久美子
（福10）3千円、兵庫区会2万円、一森美代子（福12）
11000円、ぴかぴか隊2万円、納村裕子(生15）3千円、
菅田忠志(生11）2千円、募金箱500円、津川静代（生6）
1500円、南形公子(福13)3千円、待鳥孝夫(生13)3千円、
KSC民謡クラブ1万円､石河正博(生15)1万円､井口久美
子(健16)1万円､芦田義和(生15）5千円､森川道代(国12）
2千円､渡邉佳視(生12)1万円､野鳥と自然観察会2万3千
円､飯川泰郎（国12）1万円＝合計38万3124円

(4月～6月はサポート募金からの出費はありません）

お好み焼きに神戸の心を込めて
「こんな支援もいいのと違う」ともちあがった

“観光とちょこっとボランティア”の話に、料理を

得意とするグループを中心に〈わ〉の有志17名(代表

裏地彦允・ 食5)が集い、6月25日から3泊4日の観光

支援を行なってきた。

初日は女川町浦宿2区集会所での交流会。地域のみ

なさん30名と一緒

になって作った

“神戸名物すじこ

んお好み焼き”(写

真）と、炊き込み

ごはんで昼食を共

にしながらのおしゃ

べりタイムや、と

きおり調子が外れるハモニカ伴奏も加わり、懐かし

い歌の合唱で盛りあがる。「今度は民謡を教えても

らう番ですよ」と振ると､すぐにいい声で地元の民謡

を踊り付きで聞かせてもらいながら、お土産に持参

した手作りの栞や団扇、手提げ袋などをプレゼント。

楽しい時の経つのは早いもの、終わる頃には「や

あ おいしかった。楽しかった。久しぶりに大きな

声で歌をたくさん唄うたべぇ」とにこにこ顔。「こ

んな形で支援を受けたのは初めてです。大感激です」

と、女川町復興支援センターの武石 久美子さんが、

最後には感極まって涙されていた情景に、我々もこ

この人達のご苦労の大きさ・重さがひしひしと感じ

とられ、目頭が熱くなった。２日目からは交流会の

心のぬくもりを神戸への土産に、東北各地の旅を楽

しんだ。東北のみなさん お世話になりました。

『どんどはれ～』 （菅田 忠志 生11・須磨区会)

エコ旅行クラブも被災地見学
東北へ観光ボランティアに――エコ旅行クラブ

（村上充代表・国18)は5月31日～6月2日の3日間、総

勢34人で岩手(中尊寺拝観)－青森(十和田湖遊覧）－

宮城(松島遊覧)のコースを周遊。世界遺産を見たり、

温泉に入ったり、被災地にも足を延ばして東北の初

夏を楽しんできました。

足は飛行機とバス。新入生の歓迎を兼ねての旅行

でしたが、お土産を買うことも支援と聞いて、行く

先々でショッピング。小岩井農場のチーズ・バター、

笹かまぼこ、民芸品、牛タン、お酒……。「うーん、

皆さんいっぱい買い込んでくれましたよ」と村上さ

ん。松島周辺は観光客でにぎわっており、少しは復

旧が進んでいると感じましたが、びっくりしたのは

津波の惨状が残る名取市ゆりあげ地区。見渡す限り

ガレキも何もない広大な荒地が広がっています。上

末乃さん（食19）は「足が震えて涙が止まらなかっ

た。現地へ来てみなければこんな体験はできない。

皆さんもぜひ、東北へ足を運んで」と訴えていまし

た。被災地を見ての思いは、同行の皆さんも同じの

ようでした。 （広報・南形徹）

東北へ観光ボランティア
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